
将来ビジョン検討会議（人口構造の変化と日本、福井県の課題） 論点（案） 
 

テーマと方向性 論  点 （ 案 ） 

「人口構造の変化と日本、福井県の課題」 

 今後１０年間に起こる人口構造の

変化（人口減少、少子高齢化）と、日

本や福井県の社会に及ぼす影響と問

題点などを検討 

 ・高齢者を標準とする社会づくり 

 ・子ども対策 

 ・福井県の少子化の背景 

 ・家事と仕事の両立 

 

 

⇒ 三世代同居や共稼ぎ世帯が多い

本県の家族状況の特徴を踏まえた、

子育てや高齢者に優しい社会づく

り。人口動態の変化による市場の変

化を、本県産業の優位性を生かして

ビジネスとして先取りする産業社

会 

人 口 減 少 へ

の対応 

○生産年齢人口や消費人口が減少する中で、県内企業の活動はどのように

変化するのか。また、産業政策面ではどのような対応が必要となるのか。 

○労働力の確保という観点から、女性の労働参加をどのように進めていく

のか。また、外国人を積極的に受け入れる必要があるのか。 

○人口減少により家族形態はどのように変化していくのか。 

○人口減少社会に向けて、社会資本の整備やまちづくりの方向性をどのよ

うに考えていくべきか。 

少 子 化 へ の

対応 

○結婚や子育てをしやすい環境を作るため、家族や地域、企業はどのよう

な役割を果たすべきか。 

○小規模校や複式学級の増加、学校の統廃合などにどう対応していくのか。 

○日本一の教育水準をいかに維持・向上していくのか。 

高 齢 化 へ の

対応 

○多くの後期高齢者が自立して生活できる環境とは、どのようなものか。

（「団塊の世代」が７０代に） 

○１０年後に３割増加する高齢者を対象として、どのようなビジネスチャ

ンスが考えられるか。 

○「健康長寿県」として、働く意欲のある高齢者はどのような場で活躍し

ていけるのか。 
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